
切り取り線

●資源のゆくえに関する問題

 　　　　「飲食用・化粧品びん」がリサイクルされて作られるものはどれ？

A. ジュースの缶
B. 再びびんに生まれ変わる
C. 発泡スチロール
D. ペットボトル

問題13

●新潟市のごみ政策に関する問題

A. 約 1,000ｇ　　B. 約 650g
C. 約 480g　　　D. 約 250g

問題15

●環境・ごみに関する一般的な問題

 　　　　生ごみの減量方法として間違っているのはどれ？

　平成21年度は、家庭ごみ有料指定袋などからの収入が8億8,564万円ありました。そ
のうち、ごみ袋の作製経費などを差引いた6億1,707万円で、下記のような自治・町内会
の行うリサイクルへの取り組みや地域活動などを応援しました。

A. 使い残して捨てることのないように食材を購入する。
B. 使い切るか分からないが、安い食材は買いだめする。 
C. 買い物に行く前に冷蔵庫の中をチェックする。
D. 濡れた調理くずは軽く乾かしてから捨てる。

問題19

ハガキに貼る場合ははがれない
ようにしっかり貼り付けてくだ
さい。

 　　　　新潟市では平成 2１年度のごみ・資源
の組成調査の結果を、サイチョプレス vol.６に掲
載しました。「燃やすごみ（普通ごみ）」の中で
最も大きな割合（重量比）を占めていたのはどれ？
A. 布類
B. プラスチック類
C. 紙類
D. 生ごみ

問題16

 　　　　「枝葉・草」がリサイクルされて作られるものはどれ？

A. 繊維製品
B. プラスチックの原料
C. 段ボール
D. 堆肥

問題14

？

できたかな？ 　　　　ごみを大量に排出し続けることにより発生する問題で間違っ
ているのはどれ？

問題20

A. 温室効果ガス（二酸化炭素など）の排出量が減る。
B. 石油などの限られた資源が枯渇する。
C. ごみを埋立てる場所がなくなる。 
D. ごみ処理にたくさんの費用がかかる。

回答用紙　裏面

新潟市は、家庭ごみ有料指定袋の収入で環境に優しいまちづくりを応援しています

ごみ減量検定試験問題（続き）ごみ減量検定試験問題（続き）

 　　　　市が収集しないごみ（排出禁止物）
はどれ？
A. パソコン
B. 物干し竿
C. こたつ
D. 衣装ケース

問題10
 　　　　 新潟市では公共施設を中心
に廃天ぷら油を拠点回収していますが、
拠点回収に出してはいけないものはど
れ？

問題11
　　　　　いらなくなったテレビを処理する場
合、間違っているのはどれ？

問題12

A.コーン油
B.ごま油
C. 菜種油
D. 軽油

A. 粗大ごみとして、市に収集を依頼できる。
B. 買い替えの場合は、購入した店で古いものを
　 引き取ってもらえる。
C.リサイクル料金を支払わなければならない。
D. 市の清掃センターに持ち込んでも引き取りできない。

 　　　　皆さんがごみ指定袋を購入することで支払っているごみ処理
手数料の収入は、「ごみ処理手数料還元　市民検討会議」で使途につ
いて協議し、市民に還元されています。では、手数料の収入が使われ
ている「市民還元事業」ではないものはどれ？
A. ごみステーションの購入・修繕費、看板設置費の補助
B. 古紙の集団回収を行う団体への奨励金の交付
C. ごみの収集
D. 生ごみ堆肥化容器の減額販売や、電動生ごみ処理機の購入費補助

問題17

 　　　　３ R とは、ごみの発生そのものを抑制する「リデュース」、も
のを繰り返し使用する「リユース」、ごみを資源として別の製品の原材
料とする「リサイクル」の３つを指しますが、次のうち「リデュース」はどれ？
A. 過剰な包装や不要なレジ袋は断る。
B. びんを洗って繰り返し使う。
C. いらなくなった家具をいる人に使ってもらう。
D. ペットボトルを集め、プラスチック製品や衣類にする。

問題18

回答お待ち
してます！

？

？

 　　　　新潟市では平成 20 年６月から「新ごみ減量制度」が始まりました。平成 19 年
度の家庭ごみの 1 人 1 日あたりの排出量は約 670g でしたが、平成 21 年度は 19 年度に
比べてごみ量が約３割減少しています。
では、平成 21年度の家庭ごみの 1 人 1日あたりの排出量はどれ？
【家庭ごみ=燃やすごみ+燃やさないごみ+
　　　　　　　　　　粗大ごみ+普通ごみ（巻広域）】

●古紙資源回収の支援
自治・町内会が行う集団資源回収などに奨励金を交付しました。また、市民からの持込による拠
点での古紙回収を行いました。（２億３,４７１万円）

●ごみステーション設置などへの補助
自治・町内会の行うごみステーション・カラスネットの設置などに支援を行いました。
（５,８５９万円）

●生ごみの減量・リサイクルを応援
生ごみをたい肥にするＥＭボカシ容器、コンポスト容器などの購入に対し助成を行いました。
（４２０万円）

●地域コミュニティ活動への支援
地域で行う資源循環型社会形成などの推進を図る活動や、自治会等が取組むごみ出し支援活動、
地域清掃活動への支援を行いました。（４,４７７万円）

●新制度の周知、分別意識の向上と啓発
広報紙や分別カレンダーなどを活用して違反ごみ防止のための啓発・指導を行いました。
（７,６１２万円）

●不法投棄・違反ごみ対策など　　　
パトロールなどのごみの不法投棄・違反ごみ対策を行いました。また、廃天ぷら油の回収・再利
用といったバイオマスの利活用事業、学校への環境教育・環境学習への支援などを行いました。
（１億９,８６８万円）サイチョの妹「クルリ」


